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第3回�第3回�基礎技術シリーズ�
“　カーエアコンの基礎　”�

今回は、「カーエアコンの心臓部」とも呼ばれる「コンプレッサー」について説明します。�
�

11 コンプレッサーの役割

22 コンプレッサーの種類

　　　　　　　　クランク式（列型）　　　　代表例（2Ｃ90、2Ｍ110、3Ａ188）�

往復式　　　　　斜板式（Ｒ型）　　　　　　代表例（6E、6P、10P、10S）�

　　　　　　　　ワップル式　　　　　　　　代表例（6CA、7SB）�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　偏心ローター式　　　　代表例（TV）�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同心ローター式　　　　代表例（SV06）�

　　　　　　　　スクロール式　　　　　　　代表例（SC08、SCS08）　�
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コンプレッサーを分類すると、容積形とターボ形（気
体力学形）に分けられますが、カーエアコン用はすべ
て容積形です。
コンプレッサーは、ガスを圧縮する方式および構造上、
次のように分類できます。
また、現在の主流は斜板式ですが、市場の小型・低騒
音化のニーズにこたえるため、ベーン式・スクロール
式の採用が増加してきています。

カーエアコン用コンプレッサーは、エンジンよりベル
トおよびマグネットクラッチを介して駆動されていま
す。
エバポレーターで車室内の熱を奪って気化した低温・
低圧の冷媒ガスを吸入・圧縮して、高温・高圧になっ
たガスをコンデンサーに送り出す役割をしています。
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33 斜板式コンプレッサーの構造・作動

デンソーコンプレッサーは、型式の違いや容量の違いによって何10種類も存在します。
ここでは、現在主流として生産されています斜板式コンプレッサーとスクロール式コンプレッサーについて説明
します。

斜板式コンプレッサーの特徴は、シャ
フトに斜板が斜めに固定されているこ
とです。この斜板に5対（10気筒）の
ピストンがセットされ、シャフトが回
転すると、斜板によってピストンがシ
ャフトと同一方向の往復運動を行いま
す。
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1対のピストンの両端には、それぞれシリン
ダーが配置されており、片側が圧縮行程にあ
るときは、他方は吸入行程となります。
このため、シャフトが1回転すると10気筒の
シリンダーが吸入－圧縮を行うため、トルク
変動や吐出圧が平滑され低騒音化を図ってい
ます。
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また、シリンダーの両端のバルブプレートには、吸入
孔、吐出孔があり、それぞれに吸入弁（サクションバ
ルブ）、吐出弁（ディスチャージバルブ）が組み付け
られています。
コンプレッサー内部の潤滑は、冷媒ガス中に含まれる
コンプレッサーオイルと斜板による遠心力はねかけ式
により行われます。
一部機種（大容量タイプ、冷凍機専用タイプ）では、
オイルポンプを用いてコンプレッサーオイルを強制的
に圧送しているタイプもあります。
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注：バルブは静止状態ではどちらも�
　　閉じている。�

3-1 構　　造
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② 圧縮行程
次に、シリンダーの容積が小さくなってシリンダ
ー内の圧力が吐出側（高圧側）より高くなると、
吐出弁が開いて高温・高圧になった冷媒ガスがコ
ンデンサーへ送り出されます。このとき、吸入弁
はシリンダー内の圧力でバルブプレートに圧着さ
れ、バルブプレートの吸入孔をふさぎ、冷媒ガス
が吸入側（低圧側）へ逆流しないようになってい
ます。
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① 吸入行程
斜板の回転によってピストンが動き、シリンダー
の容積が大きくなってシリンダー内の圧力が冷凍
サイクルの低圧側より低くなると、吸入弁（サク
ションバルブ）を押し開いて冷媒ガスがシリンダ
ー内に入ります。
この際、吐出弁（ディスチャージバルブ）は高圧
側の圧力によってバルブプレートに圧着され、バ
ルブプレートの吐出孔をふさぐため、高圧側から
シリンダー内へ逆流しないようになっています。

3-2 作　　動
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44 スクロール式コンプレッサーの構造と作動

スクロール式コンプレッサーは、一対のうず巻形を
した固定スクロールと可動スクロールで構成されて
います。
固定スクロールはハウジングと一体になっており、
可動スクロールがシャフトの回転によって円運動
（同じ姿勢を保ちながら）します。
そのため、両スクロールで仕切られる空間の容積が
変化し、冷媒を吸入・圧縮します。

吐出ポート�

吸入ポート�

吐出ポート�

固定スクロール�

可動スクロール�

シャフト�

高圧側�
サービスバルブ�

吐出弁�

吐出ポート�

ベアリング�

シャフト�

シャフトシール�

ベアリング�

可動スクロール�

固定スクロール�

可動スクロール�
固定スクロール�

③ 注目すべき点
●旋回スクロールは公転運動
旋回スクロールは、回転（自転）するのではなく
天地の姿勢をそのままに、その場で公転運動をす
るだけです。
●スクロールは１気筒（360°ごとに圧縮）
図をもう一度注視しましょう。360°進んだとこ
ろで注目した圧縮室の外側に、新しい圧縮室が出
来始めています。つまり、360°ごと（＝１回転
ごと）に新しい圧縮室が出来て、360°ごとに１
回吐出するので、スクロールは１気筒コンプレッ
サーです。
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4-1 構　　造

4-2 作　　動

① 吸入・圧縮
可動スクロールの円運動にともない、固定スクロ
ールとの間の容積が増加するとき、吸入ポートか
ら冷媒が吸入されます。
② 吐出
冷媒圧力が高くなると、吐出ポートから吐出弁を
押し開いて冷媒ガスが吐出されます。
この方式においては、コンプレッサーシャフトが
１回転につき１回吐出されます。

次号へ続く
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